
I 割断曇準（省令事項）

|【需璽に応じた再生材の規格量の把纏I
喚蝉又は再立源に対する需要の直及⑮給に町る事 1 
項）

第二条廃棄物処分稟者は ． 処分を受託し口覺棄物について、 その胃
資源化の実施が可艇であると判断した場合には当該阿資源化の実
施に先立ら、 当該阿資源化によヅ8らnるjlj生g逗又はjlj生資涼の
性状に関す凶震準的な規格を参照するむ庇する．

2輿棄物迅分業者は、 嗣JJI.に規定すが畠合において、 物の製造、 加
工若しくは飯売の事業を行う者の同生部品若しくは再生資源に対する
需雙又は再生部品若しくは再生資源の供給先の情籍を成纂するもの
とする．

3廣稟物処分菓習は、 再資源化の寅施に当たっては、 も別更用する
廣棄物処理施設の処環能力から供給が可能な再生部品又は再生資
源の●をあらからり把贖するむ灰：する．

|
【宮忠忠芸序術を有する設傭の導入）

第三条廃戴物処分鼠者は． jlj資源化の生産性を向上さお技却；；
1l11する情報乞参照し．技術的かつ経済的に可能な範囲で、 その使用す
る房稟物処理施設に当該llWiを用いた設蠣を導入するよう努めるもの
とする．

期待する取組例等
再生材の性状に関するJIS規格等の標
準的な規格の参照
自治体や各種団体が運営する情報プラッ
トフォームからの再生材の需要及び供給
先の情報収集
自らの施設の処理能力から生産可能な
再生材の量の把握

再資源化の生産性を向上させる技術動
向研巴握
当該技術を有する設備の辺入の検討
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